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枕状熔磐

水成の堆積岩累層にはさまれて写真に示したよう肢

奇妙た構造を持った火山砦層カミ見出されるこあがある.

その形態の類似から枕状熔岩あるいは俵状熔岩を呼ば

れるものがこれである.

写真で楕円形に見えるものは“枕"の断面で立体的

にはその一つ一つがやや扇平松楕円体である山ζの露

頭では“枕拶の長軸にほぼ垂直に切った断繭が観察さ

れる.“枕"は短径数10㎝でその表層部のエ｡帷黒

色のガラス(割れ目に沿って風化しているので写真では

白く屍走てい蔦)中心に行くほど緒最度がよく抵って

いる｡断面で屍られる放射状の割れ胃は執枕鼎の表面

の亀開状の割払貿は続いている｡

喰枕抑には注目すべ蓄特徴が護だある吉五つ砂枕"

がほかの帖枕后の閥をみたすように突き触した1)包む

ような形をしている山これは枕状熔岩η上下を判定す

るよい鍵と怒る.さてここではどちらが上であろうか､

その答は左上が正解である.培枕塀と畢枕拶との閥は

黒色ガラスの破片がみだしている.

枕状熔岩と似た構造を示すものに乾陵土記流出したパ

ホイホイ熔岩がある.いずれで勅るかの判定は地質時

代が古くなるほど困難であるが“枕荻は楚の短鋤に対

する長軸の長さが一般に2倍程度急冷ぽよ欄て生じた

ギ枕状熔姶｣総徽繍一恵衡滋

綴密たガラス皮殻を持ち収縮による放射状の割れ目が

見られるたどのことからパホイホダ熔岩の1腕とは区

別できる､

玄斌岩熔岩が海底甜湖底あるいは氷河の下へ噴出した

り乾陵から海や陸水申へ流入したりすると枕状熔岩に

たることが多い｡写真の例は福島県常磐炭関西方の中

新世の海成層中に見られるものでこの種の熔岩の熱型

ともいえるものである｡
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